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　下沢順一郎　◎山岸喜昭　　石和　大
　竹内久幸　　○埋橋茂人 
◎荒井武志　　　堀場秀孝
　小島康晴　　◎依田明善
　高橋　宏　　○今井愛郎
　寺沢功希　　　花岡賢一
　竹内久幸　　　石和　大　○花岡賢一
　小島康晴　　　石和　大　　埋橋茂人

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

長
野
県
推
進
連
絡
会
（
代

表
世
話
人
藤
森
俊
希
氏
）

か
ら
要
請
の
あ
っ
た
、
国

連
の
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
へ
の
賛
同
と
批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
請
願
を
受
け
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

す
る
た
め
、
我
が
会
派
と
日

本
共
産
党
県
議
団
が
共
同
提

案
を
し
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
署
名
と
批
准
を
求
め

る
意
見
書（
案
）」は
、
3
月

2
日
採
決
に
付
さ
れ
、
「
議

長
が
必
要
と
認
め
る
」
と

し
て
投
票
採
決
を
行
い
、

賛
成
30
票
、
反
対
24
票
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
国
会
、
政
府
の
英
断
に

よ
っ
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
と
批
准
が
速
や

か
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
強

く
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
関
連
の
意
見
書
案
を
可
決

核
兵
器
禁
止
条
約
関
連
の
意
見
書
案
を
可
決

　
主
体
的
な
「
学
び
」
と
、

そ
の
学
び
が
共
有
さ
れ
、
県

民
が
協
働
し
て
地
域
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
自
治
の
力
」を
政
策
推
進
の

エ
ン
ジ
ン
に
、
重
点
的
に
取

り
組
む
14
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。  

主
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

○
生
き
る
力
と
創
造
性
を
育

む
教
育
の
推
進
　

　
７
億
２
千
万
円
余

○
高
等
教
育
の
振
興
に
よ
る

知
の
拠
点
づ
く
り

　
24
億
5
千
万
円
余

○
革
新
力
に
富
ん
だ
産
業
の

創
出
・
育
成

　
5
億
1
千
万
円
余

○
収
益
性
と
創
造
性
の
高
い

農
林
業
の
推
進

　
3
億
5
千
万
円
余

○
郷
学
郷
就
の
産
業
人
材
育

成
・
確
保 

　
35
億
7
千
万
円
余

○
観
光
地
域
づ
く
り

　
3
億
4
千
万
円
余

○
文
化
芸
術
の
振
興

　
48
億
3
千
万
円
余

○
国
体
等
に
向
け
た
ス
ポ
ー

ツ
振
興
　
13
億
9
千
万
円
余

○
健
康
づ
く
り
、
医
療
・
介

護
体
制
の
充
実
　
73
億
円
余

○
地
球
環
境
へ
の
貢
献

　
11
億
7
千
万
円
余

○
共
生
社
会
づ
く
り

　
4
億
円
余

○
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り

　
2
億
1
千
万
円
余

○
子
ど
も
・
若
者
が
夢
を
持

て
る
社
会
づ
く
り

　
38
億
5
千
万
円
余

当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

▽
6
月
21
日
　
開
会

▽
26
〜
29
日
　
一
般
質
問

▽
7
月
2
〜
5
日

　
　
　
　
　
　
委
員
会
審
議

▽
6
日
　
　
　
閉
会

６
月
定
例
会
日
程（
予
定
）

【
石
和
議
員
】新
年
度
当
初
予

算
案
を
「
学
び
と
自
治
の
力

で
拓
く
新
時
代
に
向
け
て
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
が
、

こ
の
言
葉
に
込
め
た
知
事
の

思
い
は
い
か
が
か
。

【
阿
部
知
事
】「
し
あ
わ
せ
信

州
創
造
プ
ラ
ン
2
・
0
」
の

第
一
歩
と
し
て
「
学
び
と
自

治
」
を
政
策
の
基
本
に
据
え

進
め
て
い
く
。

【
石
和
議
員
】当
初
予
算
案
で

は
、
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造

プ
ラ
ン
2
・
0
」
の
内
容
を

ど
の
程
度
具
体
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
。

【
阿
部
知
事
】か
な
り
新
し
い

方
向
性
を
予
算
の
中
に
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例

え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

と
か
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用

と
い
う
よ
う
な
新
機
軸
も
打

ち
出
し
、
新
し
い
プ
ラ
ン
と

予
算
を
一
定
程
度
連
動
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

【
石
和
議
員
】社
会
保
障
関
係

費
が
年
々
増
加
す
る
中
、
ど

の
よ
う
に
財
源
を
確
保
し
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
阿
部
知
事
】地
方
税
財
源
の

充
実
、
県
と
し
て
の
税
収
の

確
保
、
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
財
源
確
保
の
観
点
が

あ
る
。

　
地
方
税
財
源
の
充
実
で
は
、

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
の

仕
組
み
も
含
め
て
、
し
っ
か

り
と
国
に
財
源
を
確
保
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
前
提
だ
。

【
石
和
議
員
】知
事
は
、
最
初

の
選
挙
公
約
時
か
ら
臨
時
財

政
対
策
債
の
廃
止
を
含
め
た

抜
本
的
な
見
直
し
を
国
に
求

め
て
い
く
と
し
て
き
た
が
、

具
体
的
に
ど
う
や
っ
て
い
く

の
か
。

【
阿
部
知
事
】臨
時
財
政
対
策

債
は
県
債
残
高
の
約
4
割
を

占
め
て
お
り
、
交
付
税
で
受

け
る
べ
き
も
の
が
借
金
に
置

き
換
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
他
の
都
道

府
県
、
市
町
村
と
も
連
携
し

引
き
続
き
こ
の
見
直
し
を
国

に
強
く
求
め
て
い
く
。

【
石
和
議
員
】「
し
あ
わ
せ
信

州
創
造
プ
ラ
ン
2
・
0
」
で

6
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
概
念
と
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
阿
部
知
事
】今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
ま
ず
、
政
策
立

案
に
力
点
を
置
き
大
き
な
枠

組
み
で
構
想
を
つ
く
っ
て
い

く
。
　

　
実
行
し
な
が
ら
考
え
、
考

え
な
が
ら
実
行
し
、
共
創
・

協
働
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

石
和
幹
事
長
が
代
表
質
問

石
和
幹
事
長
が
代
表
質
問

　
2
月
定
例
県
議
会
で
、
我

が
会
派
の
小
林
東
一
郎
氏
は
、

日
本
共
産
党
県
議
団
団
長
小

林
伸
陽
氏
と
の
一
騎
打
ち
の

副
議
長
選
挙
に
、
他
会
派
の

圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
、
第

96
代
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
立
候
補
者
の
所
信
表
明
会

で
小
林
政
務
調
査
会
長
は
、

「
し
っ
か
り
と
議
長
を
支
え
、

公
平
公
正
な
議
会
運
営
を
図

る
。
若
い
世
代
の
政
治
参
加

を
目
指
す
意
見
交
換
の
場
を

模
索
し
て
い
き
た
い
」
と
、

県
民
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
県

議
会
を
目
指
す
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
長
に
は
自
由
民

主
党
県
議
団
の
鈴
木
清
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
政
務
調
査
会
長
が
第
96
代
副
議
長
に
就
任

小
林
政
務
調
査
会
長
が
第
96
代
副
議
長
に
就
任

　２
月
16
日
に
開
会
し
た
２
月
定
例
県
議
会
は
、
３
月

16
日
ま
で
の
本
会
議
で
、
総
額
８
、
４
６
３
億
円
余
の

30
年
度
一
般
会
計
予
算
案
、
住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
な

実
施
に
関
す
る
条
例
案
、
総
合
５
か
年
計
画
の
策
定
な

ど
追
加
の
補
正
予
算
議
案
を
含
め
知
事
提
出
の
78
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　代
表
質
問
は
、
石
和
幹
事
長
が
新
年
度
当
初
予
算
案

や
次
期
総
合
５
か
年
計
画
な
ど
を
中
心
に
質
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
我
が
会
派
か
ら
12
名
が
登
壇
し
、
県
側

の
姿
勢
や
考
え
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　会
期
末
に
行
わ
れ
た
役
員
改
選
で
は
、
小
林
東
一
郎

政
務
調
査
会
長
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
、
常
任
委
員
会

構
成
は
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　な
お
、
任
期
３
年
の
教
育
長
に
は
、
原
山
隆
一
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

２月定例
県 議 会

新
た
な「
総
合
5
か
年
計
画
」な
ど
を
可
決

新
た
な「
総
合
5
か
年
計
画
」な
ど
を
可
決

8
、4
6
3
億
円
余
の
新
年
度
予
算
案

住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
実
施
条
例
案

8
、4
6
3
億
円
余
の
新
年
度
予
算
案

住
宅
宿
泊
事
業
の
適
正
実
施
条
例
案


